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２０１９年１０月２７日 

◎湯島小学校避難所開設訓練 

南街・桜が丘地域防災協議会 本部 

 当防災協議会と親交のある湯島の「ＳＹＭ三町会災害連合会」が企画立案し、文京

区が担当した避難所開設訓練が、湯島小学校で実施されました。その訓練の一画に

参加し、視察させて頂きましたので、ご報告致します。 

（参加団体） 

湯島地区（１～４丁目）全１６町会（SYM 三町会災害連合会を含む） 

   文京区立湯島小学校（生徒数３７９名） 

文京区教育センター運営協議会 

文京区 

文京区社会福祉協議会 

   近隣大学（東洋大学、文京大学、日本薬科大学、お茶ノ水キャンパスなど） 

         （IVUSA＝国際ボランティア学生協会） 

   近隣企業 

   (株)ダイナックス都市環境研究所（コンサルタント） 

１．訓練本部（避難所本部）の立ち上げ（３F） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部員として 

・SYM 三町会災害連合会 

・東洋大学生（IVUSA＝国際ボランティア

学生協会）など１１名 

・文京区社会福祉協議会４名 

・各町会からの若手 

が参加。 

・白板 

・大型地図 

（湯島１～４丁目 全１６町会） 

・モニター（８面マルチ画面） 

・無線機 

を使い、状況を把握・記録。 
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２．訓練シナリオ（最終稿 B）にそって（８：３０～１２：３０） 

☆ステップ１：児童の搬送 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青パト３台による、負傷児童の搬送。東都文京病院へ。 

屋外用カメラで校庭全体を撮影。 

 

全カメラ８台は(株)イーエスエス提供。 

８面マルチ画面で管理。 

（費用は文京区負担。） 

パソコン２台で情報管理 ４分割画面×２台でモニター監視 
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☆ステップ２：避難者来校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ステップ３：非常事態宣言・災害対策本部に連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯島小学校南門に待機中の避難者。受入を待つ。 

リヤカー、手押し車、車イスでの避難者も。 

湯島小副校長先生による 

・非常事態宣言（参加者に） 

・避難所開設準備要請（参加者に） 

文京区職員による 

・区のハンド型行政無線を使い、 

避難所開設準備を報告 

（文京区の災害対策本部に） 
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☆ステップ４：部隊編成（下記①～⑦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①建物の安全確認等 

  （建物・構内の安全確認と注意書きを張る。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「各１５名の７個の行動部隊を編成します。」 

「それ以外の方は校庭に待機。」 

（４F への階段の注意書き） 

「立入禁止」 

中国語 

ポルトガル語 

タガログ語 

スペイン語 

韓国語 

英語 

タイ語 

ベトナム語 

 

図書室を半分に間仕切りし、 

授乳室と託児所に。 

体育館入口の注意書き 

「靴を履いたまま入ってください。」 

「室内では静かにしましょう」 
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②避難者の受付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③必要物資の搬出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④体育館の安全確認・整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下備蓄倉庫より、１F エレベーター前

へ毛布の搬出。３F 体育館へ。 

体育館（メインの避難場所：土足で入れるよう、前日２６日

に床を養生。）に、ブルーシートやベッドを用意。 

（南門の注意書き） 

「避難所」「並んでください」 

中国語 

ポルトガル語 

タガログ語 

スペイン語 

韓国語 

英語 

タイ語 

ベトナム語 

 
【参考：標記の方法】 

「観光活性化標識ガイドライン」 

（平成 17 年 6 月 国土交通省） 
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⑤避難行動要支援者の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥応急救護所の開設（保健室前に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦各部隊のフォロー（１０人が待機して、足りないところに随時派遣） 

体育館内の種々の注意書き 

避難行動要支援者の受け入れ準備 

（段ボールベッドの設置など） 

医師 応急処置後、薬剤師が処方。 

（受傷状況） 

棚から滑り落ちて

きた広辞苑が顔面

を直撃 

（主症状） 

右目腫膨・・・ 

応急処置 
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☆ステップ５：給水所設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ステップ６：避難者対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ステップ７：救護室から１階すずかけに移動させる 

  救護所⑥から歩行困難者を、避難行動要支援者室⑤へ移動。 

 

☆ステップ８：教育センターとの通信 

教育センターの対策本部・避難所は、部屋のセットのみで開設せず。 

 

☆ステップ９：区災害対策本部への報告 

 

 

 

 

 

 

 

地下貯水槽から飲料水を供給 校庭の給水所 

外国人観光客の避難者 

「Is there anything we can help?」 

 

湯島地区 

全１６町会の

方々が避難し

て来ました。 

訓練本部から 

文京区災害対策本部へ 

「３００人強が避難してきており、

避難所を開設します。」 
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☆ステップ１０：訓練解説（体育館集合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館に一堂に会して。 

記録した８面マルチ画面による、 

各部隊（ステップ４①～⑦）の説明。 

文京区福祉政策課より、 

福祉避難所開設方法の説明 

（区は福祉避難所との 

協定書を結んでいる。） 
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☆ステップ１１：江戸町火消の纏の演舞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ステップ１２：解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手話通訳者 
訓練執行部による質疑応答

（SYM 三町会災害連合会） 

解散宣言 

費用は 

SYM 三町会連合会負担 
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３．待機避難者に対し 

①仮設トイレの見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

②起震車体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お土産の「わかめごはん」と「災害備蓄用クラッカー」 

文京区所有の起震車 

震度７を体験 
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４．訓練関係図 
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以 上 


